
 

 
 © Gard AS, May 2012 

お問い合わせ先 
 
損害防止担当  
シニアマネジャー 
Terje R. Paulsen  
 terje.paulsen@gard.no  
 
損害防止担当  
シニアエグゼクティブ 
Marius Schønberg  
 marius.schonberg@gard.no 
 
損害防止担当  
エグゼクティブ 
Kristin Urdahl  
 kristin.urdahl@gard.no 

ロス・プリベンション・サーキュラー No. 03-12 
 
 

船上での仮設装置の使用 
移動式海洋掘削装置 
 
背景 
Gardは、移動式海洋掘削装置（MODU）に関するコンディ

ション・サーベイ・プログラムにおいて、セメント装置、

冷暖房空調設備（HAVC）、水中テレビロボット（ROV）

など、第三者から提供された仮設装置 1を使用する際には、

より十分な注意を払う必要があることを指摘してきました。

Gardの懸念は、そのような仮設装置が追加的な出火源とな

りうることにあります。これまで、船上の仮設電気設備に

対する防爆が不適切であったり、仮設装置の保守が十分に

実施されていないといったケースによく遭遇してきました。

また、システムの互換性がないことが、総合緊急停止システム（ESD）をはじめとするMODU
の既存の安全系統に仮設装置を適切に接続できない状況が生じる可能性もあります。 
 
MODUに仮設装置を組み込んだ場合、十分に配慮した上で相互接続されている安全バリアの構

造に干渉し、当該MODU全体の安全水準に影響を与えるおそれがあります。そのため、仮設装

置2の船上での設置場所を検討することは、非常に重要なことなのです。本サーキュラーの目

的は、仮設装置の設置により出火源が増えることのリスクを中心に、仮設装置の使用に関連し

た潜在的なリスクに関する注意を喚起することにあります。 
 
出火源の管理 
MODU上の出火源の管理に関する主な規制の枠組みは、MODUを使用する大陸棚を管轄する国

の石油安全局（PSA）によって定められます。旗国主管庁や船級協会から発行される海事証明

書は、PSAに提出される法令順守に関する書類全体の中でも重要な位置付けにあります。一部

の管海官庁は、独自の規則として移動式海洋掘削装置の構造設備規則3（MODUコード）の代

わりにIMOコードを採用しています。MODUコードに加えて、特殊な要件を規定している管海

官庁もあります。1989 年および 2009年MODUコードの第 6章において、出火防止措置が規定

されており、これらの要求事項は下記の安全戦略に基づいて策定されています。 
 
出火源管理のための基本的な安全戦略 

1. 十分な検討を行わずに機械類や電気機器を使用した場合に、掘削作業に伴って可燃性の

気体が発生するおそれがあり、それによって出火や爆発の起きる可能性がある区域は、

通常作業中に可燃性の気体が発生する可能性に応じて、ゾーン 0、ゾーン 1、ゾーン 2の
｢危険区域｣に分類・区分すべきである。 

2. 装置、電気設備、機械設備を危険区域内で使用する場合、その型式は、当該危険区域内

での使用を認可または認証されたものに限らなければならない。 

3. 誤って可燃性ガスが既定の危険区域外にまで拡散する場合、ESD システムを用いて、出

火源になりうる装置を選択的に遮断できるようにすべきである。 

4. 平常時は非危険区域で動作させるが、MODUの安全上必要なものであって、非常時

（ESDの始動後）にも動作させる装置、電気設備、機械設備は、危険区域内での使用に

適合した型式のものであるべきである。 

 
設計や動作にかかる要件は、規制機関や当局ごとに異なる可能性があっても、上記の基本的な

安全戦略は同一であり、同等の安全水準を定める規則は、規制機関の定める技術要件に代わる

ものとして、一般的に受け入れられるでしょう。 
 

 
1 本サーキュラーにおいて、仮設装置とは｢一時的に MODU に連結して使用する装置および／または潜在的な出火

源｣と定義します。 
 
2 既設の安全バリアの一部は、仮設装置の設置による影響を受ける可能性があります。例えば、既定の危険区域、

ESD システム、避難路、爆発ベントの経路、保守のための立ち入りなどが制限されるほか、（クレーンなどの）移

動範囲も限定される可能性があります。 
 
3 MODU コードは、移動式海洋掘削装置と乗組員の安全レベルの達成を目的として、動式海洋掘削装置の国際規格

として策定されたものです。IMO（国際海事機関）の｢海上における人命の安全のための国際条約（SOLAS 条約 
1974 年改正）｣に相当するものです。 
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仮設装置使用時の出火リスクの低減策 
追加された出火源を識別し、当該出火源を関連する安全バリアと平常時・緊急時の手続きを用い

て管理できるように、Gardでは、次の予防措置を強く推奨いたします。 
 
 

リスクアセスメントおよび文書類 
• MODU上の常設装置に対してリスクアセスメントを実施する際、仮設装置に起因する新た

な危険の影響を評価すること。通常の作業許可（PTW）体系の下で実施されるハザードア

セスメントとリスクアセスメントは、既存のシステムに仮設装置を組み込むことによって

生じる固有の危険について十分に対応していない可能性がある。 
• 現有の設計図や文書をアップデートして、すべての作業変更を反映させること。仮設装置

に適用される規則に従って、安全バリアを設置すること（例えば、ガス検知器の新設、警

報装置と ESD の論理図の更新、消火対策の追加等）。仮設装置の設置により既存の安全バ

リア（既定の危険区域や避難路など）が侵害されるおそれのある場合、それを特定し、制

御すべきである。 
• 仮設装置が目的に合致するように、仮設装置の状態を文書化するとともに、設計図や仕様

書（保守報告書や証明書を含む）を入念に検証すること。公式の｢サービスコンテナ証明

書｣それ自体が仮設装置の良好な状態を保証するものではない（発行官庁が当該証明書を経

時的に追跡検査を実施するわけではないので）。 
 

船上の設置場所 
• MODU上における仮設装置の設置場所は、MODUの危険区域の既存区分、仮設装置の各電

気装置に対する防爆措置、仮設装置の安全上の重要度を基に決定しなければならない。非

常時（例えば、ESD の起動後）に動作させる仮設装置は、設置場所を問わず、ゾーン 1で
の使用の認可を受けたものであるものが望ましい。 

• 危険区域で使用する電気装置とコンポーネントは、認定規格に従って独立の試験所におい

て認定を受けるべきである。炭化水素ガスによって危険区域が発生する場合、温度等級 T3
（上限 200°C）の電気装置のみを使用すべきである。 

• 炎や高温ガス・粒子によって発火する危険のあるディーゼル機関や燃焼式装置は、通常、

危険区域内に設置すべきではない。やむを得ず設置する場合は、発火リスクに対して十分

な予防措置が取られていることを示す書面の付いた装置のみを使用すべきである。 
• 仮設のサービスコンテナを設置する場合、点検口、換気孔等の開口部がある場所に十分に

注意すべきである。危険区域に面している扉は、自動で閉まり、ガスを逃がさないものと

すべきであり、かつ、換気孔の吸入口は必ず非危険区域に配管しなければならない。 
• MODUの既存の安全系統（特に、出火源を自動遮断するESDシステム全体）に仮設装置を

接続する際は、その接続が適切に行われていることの検証・テストを行うこと。 
 

船員への周知 
• 関係する船員に対して、MODU上の既存の MODUシステムに加えたすべての変更内容と仮

設装置用に設けた｢新しい｣安全バリアについて、周知を図ること。 
• 臨時訓練の必要性について判断し、必要な場合は実施すること。 

 
勧告 
仮設装置の設置に伴って新たな出火源を MODU上に持ち込まないように、仮設装置の設置、撤

去、試験、保守の詳細要件を記した手順書を用意し、仮設装置の使用に関連する危険の特定、ア

セスメント、管理の方法も記載すべきです。担当責任は、各当事者に割り当て、各当事者間（例

えば、オペレータや請負業者など）の連絡方法も明記すべきです。このプロセスにおいて重要な

ことは、仮設装置の撤去後、通常運転に確実に復帰できるようにすることです。 
 
Gard は、仮設装置使用時の出火リスクの拡がりを防止するため、組合員およびクライアント各位

に対して、手順書の中に上記の予防措置を盛り込んで強調されることを推奨いたします。原則と

して、MODU上の同一場所に設置する類似の機能を装備した類似の型式の常設装置に必要なもの

と同程度の規定を仮設装置に対しても用意しておくべきです。仮設装置を長期にわたって使用す

ることは、「仮設の原則」から外れるものであり、適切に設計されたものと比べて使用に伴うリ

スクが高まることになります。 
 
仮設装置の使用法に関するより詳しい情報は以下を参照してください。 NORSOK Z-015 “仮設装

置mporary Equipment”, UK HSE SPC/仮設装置CH/OSD/25 “仮設装置mporary Equipment Offshore” お
よび DNV Standard for Certification No.2.7-2 “Offshore Service Containers”   
 

http://www.gard.no/
http://www.standard.no/no/Fagomrader/Petroleum/NORSOK-Standard-Categories/Z-Temporary-Equipm/
http://www.standard.no/no/Fagomrader/Petroleum/NORSOK-Standard-Categories/Z-Temporary-Equipm/
http://www.hse.gov.uk/foi/internalops/hid/spc/spctosd25.htm
http://exchange.dnv.com/publishing/StdCert/

